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収納開き扉用建付け調整方法と施工上のお願い
施工される方へのお願い

本体施工まではがさないでください。

木質製品は、ソリが発生する場合があります。支障のある場合は建付け調整機
能がありますので、下記ケースに応じて調整をお願いします。

ケース1 キャビネットと扉が干渉している、もしくはすき間がひらく。
【調整方法】
・各丁番の上下調整を行う。（図1参照）
・各丁番の前後調整を行う。（図2参照）
・各丁番の左右調整を行う。（図3参照）

（図1：扉の上下調整）

（図2：扉の前後調整）

（図3：扉の左右調整）

※座のねじです
上下調整ねじをゆるめて、
扉を上又は下に動かした
後にねじを締直します。
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前後調整ねじをゆるめて、
扉を前又は後に動かした後
ねじを締直します。
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左右調整ねじを回すと、
扉が連動して左又は右に
動きます。ねじを締直す
必要はありません。
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※図は左吊元を示します。右吊元は左右が逆になります。

施工上のお願い
建具養生などの際、粘着テープ類（ガムテープ・養生テープなど）を表面材にじかに貼らないで
ください。建具表面が傷んだり、粘着剤がこびりついてとれなくなったりするおそれがあります。

リビング建材


